
は
じ
め
に

近
年
キ
ャ
ン
プ
等
の
人
気
が
高
ま
り
、
今
ま
で

登
山
等
に
興
味
が
無
か
っ
た
様
々
な
世
代
の
異

な
っ
た
登
山
ス
キ
ル
を
持
っ
た
方
々
が
自
然
を
楽

し
む
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

多
様
な
方
々
が
多
様
な
森
林
に
対
し
て
、
安
全

に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
の
取
組
と
し
て
、
嶺

国
民
に
親
し
ま
れ
る
、
多
様
な
森
林
の

維
持
・
管
理
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

工石山　白鷲岩からの眺望

国有林野
事業の
取組

高知県長岡郡本山町本山850所在地

300,837ha
うち森林面積	 240,813ha
うち国有林面積	 28,499ha

区域面積

５市７町２村　（高知市、南国市、香南市、香美市、本山
町、大豊町、土佐町、大川村、土佐市、いの町、仁淀川
町、佐川町、越知町、日高村）

関係自治体

四
国
森
林
管
理
局　
嶺
北
森
林
管
理
署

愛媛県

高知県

徳島県

香川県

嶺北森林管理署

白髪山

工石山

管内概要

　嶺北森林管理署は、四国山地の中央部に位置し、「嶺北仁淀森林計
画区」と「高知森林計画区」を管轄しています。
　国有林の約60％がスギ、ヒノキを主体とした人工林で、主・間伐
適期を迎える31～60年生が7割を占めており、この資源を活用して
地域の森林・林業再生への貢献を旨として森林施業を実施しています。
　一方、原生的な森林が残されている石鎚山系については森林生態
系保護地域、白髪山における天然ヒノキ林は希少個体群保護林に指
定しています。さらに、工石山や瓶ケ森の自然景観に優れた天然林は
それぞれ自然休養林としてレクリエーションの森に指定しており、自然
環境の維持形成、国民の保健及び休養の場の提供等、公益的機能の
より一層の発揮にも努めています。

北
森
林
管
理
署
管
内
に
お
け
る
特
徴
的
な
森
林
で

あ
る「
工く

石い
し

山や
ま

自
然
休
養
林
」と「
白し
ら

髪が

山や
ま

天
然
ヒ

ノ
キ
林
」で
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

工く

石い
し

山や
ま

自
然
休
養
林

　
「
工
石
山
自
然
休
養
林
」は
、
高
知
市
と
土
佐

町
に
ま
た
が
り
、
土
佐
湾
へ
そ
そ
ぐ
鏡
川
と
吉
野

川
支
流
の
地じ

蔵ぞ
う
字じ

川
と
の
流
れ
を
隔
て
る
分
水
嶺

に
位
置
し
、
地
方
自
治
体
と
も
協
力
し
、
全
国
で

も
最
初
期
の
昭
和
45
年
度
に
自
然
休
養
林
に
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

工石山　グリーンサポートスタッフによる歩道修理
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白髪山　ヒノキ白骨林

八反奈路　根下がりヒノキ

ま
た
、
工
石
山
の
山
頂（
1
1
7
6
・
5
ｍ
）へ

の
登
山
道
は
緩
や
か
で
、
途
中
に
は
休
憩
所
等
も

整
備
さ
れ
て
お
り
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気

軽
に
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
登
山
コ
ー
ス
に
お

い
て
は
、
植
物
学
習
や
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
観
察

が
可
能
で
あ
り
、
季
節
毎
の
植
物
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る「
県
民
の
森
」・「
市
民
の
森
」、
ま
た
、

「
日
本
美
し
の
森　
お
薦
め
国
有
林
」と
し
て
も
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。

嶺
北
森
林
管
理
署
で
は
、
森
林
保
護
員
（
グ

リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
）
に
よ
り
、
登
山
道

の
整
備
や
危
険
木
の
表
示
、
登
山
者
案
内
、
動
植

物
の
保
護
、
ご
み
拾
い
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
引

き
続
き
初
心
者
で
も
安
全
に
登
山
散
策
が
出
来
る

歩
道
や
ト
イ
レ
、
休
憩
所
等
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

白し
ら

髪が

山や
ま

天
然
ヒ
ノ
キ
林

白
髪
山
は
、
四
国
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、

山
頂
か
ら
は
石
鎚
山
系
や
剣
山
系
の
絶
景
が
望
め

ま
す
。
近
年
で
は
、
高
知
県
出
身
の
植
物
学
者　

牧
野
富
太
郎
博
士
が
国
有
林
職
員
と
散
策
し
た
山

と
し
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
髪
山
の
天
然

ヒ
ノ
キ
林
は
、
大
正
４
年
10
月
に
保
護
林
制
度
に

基
づ
く
初
代
保
護
林
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
歴
史

あ
る
自
然
豊
か
な
森
林
で
、
山
頂
付
近
に
あ
る
立

ち
枯
れ
し
た
数
千
本
の
ヒ
ノ
キ
白
骨
林
が
有
名
で

す
。ま

た
、
白
髪
山
の
南
西
に
位
置
す
る
「
八は

っ
反た
ん
奈な

路ろ

」
と
呼
ば
れ
る
区
域
に
は
、
推
定
樹
齢
4
0
0

～
6
0
0
年
ほ
ど
の
根
下
が
り
ヒ
ノ
キ
群
生
地

が
あ
り
、
高
知
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る

と
と
も
に
、
地
元
本
山
町
の
森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ

ン
に
お
け
る「
な
な
い
ろ
の
森
」の
一
つ「
神
聖
の

森
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
白
髪
山
に
は
、
ブ
ナ
、
ケ
ヤ
キ
等

の
天
然
林
や
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
群
落
も
あ
り
登
山
者

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

白
髪
山
は
や
や
急
な
路
程
や
足
場
の
悪
い
谷
を

縦
走
す
る
コ
ー
ス
も
あ
り
、
登
山
に
経
験
の
あ
る

方
が
楽
し
む
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。
嶺
北
森
林
管

理
署
で
は
、
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
よ

り
、
登
山
道
の
整
備
、
看
板
表
示
、
登
山
者
案

内
、
動
植
物
の
保
護
、
ご
み
拾
い
等
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
白
髪
山
に
お
い
て

は
、
山
頂
ま
で
携
帯
電
話
が
通
信
不
能
の
コ
ー
ス

が
あ
る
ほ
か
、
登
山
ブ
ッ
ク
に
紹
介
さ
れ
て
い
る

が
林
道
不
通
で
利
用
で
き
な
い
コ
ー
ス
が
あ
る
こ

と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
元
と
の

情
報
交
換
を
行
い
、
正
確
な
情
報
の
発
信
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

工石山　グリーンサポートスタッフによる危険木表示

お
わ
り
に

工
石
山
は
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
親
し
ん
で

も
ら
う
身
近
な
山
、
白
髪
山
は
登
山
に
経
験
の
あ

る
方
が
楽
し
む
山
と
な
っ
て
お
り
、
2
つ
の
山
の

性
格
は
異
な
り
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に
国
民
に
親

し
ま
れ
る
山
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
嶺
北

森
林
管
理
署
で
は
、
登
山
者
等
利
用
者
に
安
全
に

自
然
に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
高
知
県
や
高

知
市
工
石
山
青
少
年
の
家
、
地
元
の
高
知
市
及
び

本
山
町
と
情
報
交
換
し
な
が
ら
登
山
道
等
の
状
況

把
握
と
情
報
の
共
有
を
行
い
、
登
山
者
に
対
し
て

も
正
確
な
情
報
の
発
信
や
歩
道
整
備
、
案
内
板
の

整
備
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ

「
工
石
山
自
然
休
養
林
」や「
白
髪
山
」へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。
一
方
で
、
山
の
天
候
等
状
況
は
急
変
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
利
用
者
の
方
も
決
し
て
無

理
を
し
な
い
よ
う
安
全
に
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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